
開始までお待ちの間に・・・
画面上にお名前を入れてくださる
ようお願いいたします

ご自分の画像の左下にお名前が入っている方はそのままで結構です。
「ipad」とかイニシャルとかになっていて、苗字が入っていない方は

その部分にカーソルを持っていき、右クリックをすると、
「名前の変更」が出ますので、クリックして、姓名を入力して、
OKをクリックしてください。これで変更できます。

ありがとうございました。



住民による「公立図書館を市民
参画によって支えるための

ワークショップ」

2021.4.29. 14:00～16：30 鶴川図書館大好き！の会



☆グループワーク 4つのグループに分かれて （2：30～3：30）

（ファシリテーター：薗田）
①市と市民の役割分担をどの考えるか
②町田市の現状を踏まえた市民参画の可能性
③市民参画によってこれまでにないどんな活動が可能になるか
など

◎各グループからの報告と全体討議 （3：30～4：15）

☆図書購入費の問題提起（請願）（守谷） （4：15～4：25）

☆今回の成果の確認と残された課題／今後の取り組み（鈴木）

（4：25～4：30）

本日のプログラム

☆市の2020年度の動きについて （鈴木） （2：00～2：30）

☆市民参画型図書館の事例紹介と質疑（鈴木）

☆ワークショップ開催について （手嶋）



市の2020年度の動き

2019年度まで：まちライブラリー的なものと予約受け渡し場所

くらいは作るとの発言が続く。

2020年度から：図書館の中に「企画・地域支援係」を作る。地域住民との話し合い

をしながら再編後の鶴川図書館を考えるという方向に。

この一年、担当の係長が、当会をはじめ、鶴川地域のいろいろな団体と話し合いを

してきた。

2月と3月には2回にわたって「再編後の鶴川図書館を考えるワークショップ」開催。

その中では「市民協働」という言葉が前面に。

1回目は、参加者29人が集まりワークショップを行った。「こんな図書館がいいな！」「こん
な図書館が地域にあるといいな！」というテーマでスタートしたことから、今までの図書館に
とらわれない、新しい"場"について多くの意見が出た。

2回目は、参加者15人が4班に分かれて、プロジェクトシートに具体的な鶴川図書館像を班ご
とに記入した。

この2つのワークショップをした結果からも、市が管理する公立図書館として残そうとしてい
るのかどうかを依然として示しておらず、HPには、これからも地域の方たちとの対話を続け
ていくとしか発言していない。



2021.3.13.第2回目
市主催のワークショップ
第1班



2021.3.13.第2回目
市主催のワークショップ
第3班



2021.3.13.第2回目
市主催のワークショップ
第4班



2021.3.13.第2回目
市主催のワークショップ
第5班



＜1. 鶴川図書館でどんなことができるといいか＞
☆現在の鶴川図書館の機能については、全グループが機能維持に〇を付けている。

①地域の知・文化と交流の拠点とする。具体的には、
・単独或いはコラボイベント（読書会、上映会、講演会、ミニ演劇、おはなし会、古本市など）
・三水スマイル*のような交流イベント
（*鶴川地区協議会主催で毎月第 3 水曜日にポプリホールで開催される文化・歴史などに
関する講座、乳幼児の遊び場その他のイベント）

・市内の公共施設が持っている様々な情報源の利用
・インターネット環境の整備（すべてのグループ）、タブレット貸し

②地域の子どもたちと本を結ぶ拠点とする（家庭の子供たちだけでなく、
小中学校の学校図書館、ボランティアとの連携を深める）。子どもの意見も
聞く。放課後の子どもの居場所となる。

③ゆったりと読めたり勉強したりできる空間がある。（すべてのグループ）

④同じ悩みの人が読書会などを通じてつながることができたり、本、本以外
の様々な情報・人の紹介。

⑤もっと新しい本を増やす。

⑥静かにしなくていい図書館をつくる。

市のワークショップの4つのグループの意見をそれぞれのテーマごとにまとめてみました



＜2. 1.のことができるための具体的方法＞
①図書館がボランティアなどともっと密に連携。そのためにはもっと頻繁に集まりを
持ち、話し合ったり、勉強する機会を作る必要がある。

②限られた人員とコストの中で、司書には選書、レファレンス、地域の学校や幼保育
園などとの連携、図書館の根幹につながる仕事に力を注いでもらい、窓口にはパート
の人を雇う。

③図書館に来たら刺激をもらえるような工夫（例えばPOP を中高生に作ってもらった
り、見てもらう）。

④地域のつながりコンシェルジュ常駐。

⑤図書に関しては、購入だけでなく、寄贈も積極的に募集しチェックして受け入れる。

⑥図書館の前のスペースにテーブルと椅子を置いて、本を読んだり飲食ができるよう
にする。

⑦図書館の 2 階の空き室を利用して、1.－①に書いたような＋αの活動をする。

⑧広場を活用した青空図書館（商店街の真ん中の広場を活用。いすや机を用意して、
野外を上手に使う。イベントもできるスペースを確保。商店街と一体で使える工夫。
多世代交流の場とする）。



＜3.活動を支える地域の関係者、人材＞

〇各チームで挙げられた関係者、人材を羅列

運営協議会のような組織（地域で子どもや文化活動にかかわっている人、図書
指導員、地区協議会など）／自治会／名店会／大学生／地域住民／民間事業
者／UR（再編成、スペース作り）／市（司書と運営委託費確保）／
小・中学生（イベント参加）／大学の先生／作家や翻訳家（イベント企画の
際）／空き室の利用の際に管理するためのボランティア。
窓口業務を行うパートの人材／地域の歴史・人脈にくわしい人・団体／近隣の
社会福祉法人／高齢者支援センターなど／つるっこのスタッフ／場づくりの専
門家、近くの公共施設である自由民権資料館の人／オンラインイベントを手
伝ってくれる人／寄付をしてくれる人／ボランティア。



＜4.鶴川図書館のアピールポイントとしたい点＞

・ここに行けば児童書は色々ある
・図書館の人が親切にいろいろ教えてくれる
・子どもの自主性が伸びる図書館
・子どもがのびのびといられる図書館
・歩いて行けるところに人や知と触れ合って、

成長の実感と幸福感を得られる図書館
・ここに来れば、誰かに会える！つながれる！みんな の縁側
・青空図書館（野外空間）
・ゆったりとでもにぎやかにでも利用できる
・本来目的外の人も取り込める

（ここまでは、市のワークショップのまとめです。）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ここから
☆市民参画型図書館の事例紹介に移ります。



☆市民参画型図書館の
事例紹介と質疑

①八王子市立図書館
中央図書館と５市民センター図書館（直営、司書を図書館が派遣、窓口業務等委託）と
14地区図書室（各市民センターに付属）
（⇒市民センターの指定管理者（NPO学園都市ふれあい財団）が地区協議会に委託）

②小金井市立図書館
本館と3分室（2分室をNPOに委託）と1図書室（直営？）

③藤沢市立図書館
総合市民図書館（直営）と3市民図書館（2館をNPOに委託）
11市民図書室（総合市民図書館の地域サービス部門が管理）

藤沢市

町田市立図書館
中央図書館と地域館7館（現在は全館直営）
（2022年度から駅前図書館は指定管理に）





考えられる市民参画のパターン

A.鶴川図書館の運営の丸ごと委託。すべての業務をNPOなどの受託団体が
おこなう⇒市民参画の良さが活きる可能性がある一方、 マネジメントが重要
になり、そのための人材が不可欠。 継続性の問題もある。
例）小金井市の2分室：市の財政上の避難措置として、NPOに委託。
藤沢市の２つの市民図書館：同じく財政上の避難措置としてNPOに委託。

B.直営だが、司書職員は中央図書館から派遣、窓口業務などを一部委託。
選書、レファレンス、受託職員への教育は、司書が行い、その他の業務を
受託者がおこなう ⇒ 運営費を安く上げるための方策となりかねない。
例）八王子市の市民センター図書館（直営の図書館からの格下げではなく、
市民センター内の地区図書室から直営の図書館への格上げの1方法。）

C.現在の形の直営を維持しながら、図書館の組織としてはスリム化する。運営協
議会、図書館友の会などを作って市民参画することによって、 今までよりも魅
力的かつ効率的な図書館にする。
⇒市が受け入れるかどうかが問題。

D.そのほかにもあれば提案してください。



①市と市民の役割分担をどの考えるか
・市の直営を維持するか、市民団体への「業務委託」か
・市民参画によってどこまで効率的な運営ができるか
・図書館ネットワーク上の位置づけをどうするか
②町田市の現状を踏まえた市民参画の可能性
・受け皿となるべき市民団体とはどういうものか
・地区協議会など既存の組織との連携・協力をどう進めるか
・地域人材の活用はどこまで可能か
③市民参画によってこれまでにないどんな活動が可能になるか

など

2：30～3：30

このような魅力を持った図書館を市民参画によってつくるには
何をすべきか、次のような視点から話し合ってください。

市民にアピールする新しい図書館の魅力については以下のような内容が
今までの会の集まりや市のワークショップで出ています。
「子どもの本」の充実／地域の高齢者へのサービス／地域資料の収集/

コミュニティとつながる新たな活動／図書館イベントの見直し／新たなイベントの創出／
地域活動とのつながりを作る／学校図書館との連携策 など



グループに分かれてのワークショップ

 ZOOMのブレイクアウトルームの機能を使って、今日は4つのグループに分かれ
て、話し合います。時間は約1時間です。

 別れた後、それぞれのグループで、司会役と書記役を決めてください。

 こちらでグループ分けをさせていただきますので、少々お待ちください。

 グループワークの時間が終了する1分前にアナウンスが出て、自動的に全体
ミーティングに戻ります。

 全体ミーティングになりましたら、各グループ3分で内容を報告してください。

 その報告を受けて、全員で話し合います。



内容ついての各グループの報告と

全体討議 （3：30～4：15）

今日は、遠方より、元日本図書館協会の事務局長でいらした松岡要さん
と 元田原市立図書館長でいらした森下芳則さんもご参加いただいて
います。 お二人の図書館のプロの方からもご意見をいただきます。

各グループ3分で内容を報告してください。



図書購入費の問題提起（請願の提案）守谷

2019年度の図書購入費
多摩地域の1人当たり平均額は243円、
1位の昭島市は808円に対し、
町田市の図書購入費は：79円！
多摩地域26市町村の中で最低を更新。
2020年度はわずかに増えたが、2021年度は
再び200万円減額され、一人当たり77円に下がった。

来年度に向けて、議会に図書購入費の増額を
願う請願を行いたい。



☆今回の成果の確認と残された課題

☆今後の取り組み

☆閉会

今日はご参加ありがとうございました。
充分にご意見を伺えなかった部分もありますので、ご意見、
感想などありましたら、ぜひメールでお知らせください。
市も、今後さらに話し合いの場を持つとのことです。
今日話し合われた内容を市との話し合いの場に届けたいと思
います。今後ともよろしくお願いいたします。


